
実数 実 数
前年産

との比較 実数
主食用

作付面積
収穫量

（主食用）

① 対差 対比 ② 対差 ③＝①×② 対差 対比 ④ ⑤＝④×②

ha ha ％ kg kg t t ％ ha t

1,469,000 △ 1,000   100   528 △ 1 7,762,000 △ 18,000   100 1,379,000 7,261,000   99

103,000 △ 1,000   99   571 76 588,100 73,300   114 97,000 553,900   104

382,000 2,900   101   586 22 2,239,000 102,000   105 344,600 2,015,000   104

206,500 900   100   540 7 1,115,000 19,000   102 186,400 1,007,000   101

271,100 800   100   522 △ 17 1,414,000 △ 43,000   97 258,400 1,348,000   97

93,100 △ 300   100   491 △ 4 457,100 △ 5,300   99 90,500 444,800   98

102,600 △ 500   100   503 1 516,400 △ 1,100   100 99,000 498,000   99

102,100 △ 1,600   98   503 △ 16 513,200 △ 24,600   95 99,400 499,800   97

48,300 △ 1,000   98   457 △ 16 220,700 △ 12,700   95 47,800 218,500   94

160,000 △ 400   100   435 △ 77 696,400 △ 124,900   85 155,100 674,300   86

677 △ 39   95   298 △ 9 2,020 △ 180   92 665 1,980   97沖 縄

参　　考

作況指数

全　　国
農業地域

作付面積（子実用）

全 国

前年産との比較 前年産との比較

東 海

近 畿

関東・東山

10ａ当たり収量

四 国

収穫量（子実用）

中 国

九 州

北 陸

北 海 道

東 北

１ 令和元年産水稲の作付面積（子実用）は146万9,000haで、前年産に比べ1,000ha
減少した。うち主食用作付見込面積は137万9,000haで、前年産に比べ7,000ha減少
した。

２ 全国の10ａ当たり収量は528kg（1.70㎜のふるい目幅ベース。10ａ当たり平年収
量533㎏。）となり、前年産に比べ１kgの減少が見込まれる。

３ 以上の結果、収穫量（子実用）は776万2,000ｔで、前年産に比べ１万8,000ｔの
減少が見込まれる。このうち、主食用の収穫量は726万1,000ｔで、前年産に比べ
６万6,000ｔの減少が見込まれる。

４ なお、農家等が使用しているふるい目幅ベースの全国の10ａ当たり収量は514㎏
（10ａ当たり平年収量519㎏）となり、作況指数は99となる見込み。

５ 令和元年産陸稲の作付面積（子実用）は702haで、10ａ当たり収量は228kg（10ａ
当たり平均収量対比97％）となり、収穫量（子実用）は1,600ｔとなった。

（令和元年12月10日公表）

水稲の収穫量（主食用）は726万1,000t

調査結果の概要

令和元年産水稲の作付面積及び収穫量

資料：農林水産省統計部『作物統計』
注：１ 作付面積（子実用）とは、青刈り面積（飼料用米等を含む。）を除いた面積である。

２ 主食用作付面積とは、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、備蓄米、加工用米、新規需要米等の作付面積を除いた面積
である。

３ 10ａ当たり収量及び収穫量は、1.70㎜のふるい目幅で選別された玄米の重量である（以下同じ。）。
４ 作況指数とは、10ａ当たり平年収量に対する10ａ当たり収量の比率であり、平成27年産からは全国農業地域ごとに、過去５か

年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の分布において、大きいものから数えて９割を占めるまでの目幅（北海道、東北及び
北陸は1.85㎜、関東・東山、東海、近畿、中国及び九州は1.80㎜、四国及び沖縄は1.75㎜）以上に選別された玄米を基に算出し
た数値である。なお、平成26年産までは1.70㎜のふるい目幅以上に選別された玄米を基に算出した数値である（以下同じ。）。

５ 収穫量（子実用）及び収穫量（主食用）については都道府県ごとの積上げ値であるため、表頭の計算は一致しない場合がある。

(5) 令和元年産水陸の収穫量

統計1



2.00㎜
以　上

㎏ 536 532 524 513 499 420

ｔ 8,435,000 8,368,000 8,249,000 8,081,000 7,853,000 6,613,000

㎏ 531 527 519 509 494 413

ｔ 7,986,000 7,922,000 7,810,000 7,651,000 7,435,000 6,213,000

㎏ 544 540 534 524 511 435

ｔ 8,042,000 7,986,000 7,889,000 7,752,000 7,559,000 6,434,000

㎏ 534 529 521 510 494 409

ｔ 7,822,000 7,752,000 7,634,000 7,470,000 7,243,000 5,984,000

㎏ 529 524 516 504 486 393

ｔ 7,780,000 7,710,000 7,586,000 7,407,000 7,150,000 5,781,000

㎏ 528 524 517 507 492 411

ｔ 7,762,000 7,708,000 7,599,000 7,452,000 7,234,000 6,047,000

％ 100 100 100 101 101 105

10ａ当たり収量

10ａ当たり収量

1.70㎜
以　上

年　　　　産

収穫量(子実用)

10ａ当たり収量

10ａ当たり収量

10ａ当たり収量

対前年比

令和元年産
（概数値）

10ａ当たり収量

29

収穫量(子実用)

27

28

収穫量(子実用)

1.80㎜
以　上

1.75㎜
以　上

30

収穫量(子実用)

収穫量(子実用)

収穫量(子実用)

単位

平成26年産

1.90㎜
以　上

1.85㎜
以　上

年   産 計
1.70㎜以上
 1.75mm未満

  1.75
    ～1.80

  1.80
    ～1.85

  1.85
    ～1.90

  1.90
    ～2.00

2.00㎜
以　上

 平成26年産 100.0 0.8 1.4 2.0 2.7 14.7 78.4

 　　27 100.0 0.8 1.4 2.0 2.7 15.3 77.8

 　　28 100.0 0.7 1.2 1.7 2.4 14.0 80.0

 　　29 100.0 0.9 1.5 2.1 2.9 16.1 76.5

 　　30 100.0 0.9 1.6 2.3 3.3 17.6 74.3

 令和元年産(概数値) 100.0 0.7 1.4 1.9 2.8 15.3 77.9

     平 均 値 100.0 0.8 1.4 2.0 2.8 15.5 77.5

     対平均差(ﾎﾟｲﾝﾄ) 0.0 △ 0.1 0.0 △ 0.1 0.0 △ 0.2 0.4

本調査では、飯用に供し得る玄米の全量を把握することを目的としていることから、収量基準は、
農産物規格規程に定める三等の品位（整粒歩合45％）以上に相当するよう、ふるい目幅1.70mm 以上
で選別された玄米の重量としている。
農家等が販売するために使用しているふるい目幅は、地域、品種等により異なるため、参考として

刈取り済みの地域について、ふるい目幅別の重量割合の概数値並びにふるい目幅別10ａ当たり収量及
び収穫量（子実用）の概数値を示すと次のとおりである。

ふるい目幅別重量分布状況の推移

注：１ ふるい目幅別の10ａ当たり収量とは、10ａ当たり収量にふるい目幅別重量割合を乗じて算出したものである（以下同じ。）。
２ ふるい目幅別の収穫量（子実用）とは、収穫量にふるい目幅別重量割合を乗じて算出したものである（以下同じ。）。

水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況、10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）

「令和元年産水陸稲の収穫量」は、農林水産省ホームページ「統計情報」の次のＵＲＬから御覧いただけます。
【 http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/index.html#y5 】

ふるい目幅別10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）の推移

単位：％

注：１ 平均値は、直近５か年の重量割合の平均である（以下同じ。）。
２ 未熟粒・被害粒等の混入が多く農産物規格規程に定める三等の品位に達しない場合は、再選別を行っており、その選別後の値を

含んでいる（以下同じ。）。
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全国農業地域・都道府県別作況指数
【農家等が使用しているふるい目幅ベース】

注：１ 全国農業地域の作況指数の下に記載されている括弧内の数値は、全国農業地域ごとに、過去５か年間に農家等が実際に
使用したふるい目幅の分布において、大きいものから数えて９割を占めるまでの目幅である。

２ 徳島県、高知県、宮崎県、鹿児島県及び沖縄県の作況指数は早期栽培(第一期稲)、普通栽培(第二期稲)を合算したもの
である。

良 （ 106 以 上 ）

や や 良 （ 105 ～ 102 ）

平 年 並 み （ 101 ～ 99 ）

や や 不 良 （ 98 ～ 95 ）

不 良 （ 94 以 下 ）

作 柄 の 良 否 （ 作 況 指 数 ）
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令和元年産水稲の作付面積及び収穫量

注：１ 作付面積（子実用）とは、青刈り面積（飼料用米等を含む。）を除いた面積である。
２ 主食用作付面積とは、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、備蓄米、加工用米、新規需要米等の作付面積を除いた面積で

ある。
３ 収穫量（子実用）及び収穫量（主食用）については都道府県ごとの積上げ値であるため、表頭の計算は一致しない場合がある。

10ａ当たり
収　　量

10ａ当たり
平年収量

作況指数

対差 対比 ③ ④ ⑤＝③／④

ha ha ％ ㎏ ㎏ ㎏

全 国 (1) 1,469,000 △ 1,000 100 528 514 519 99

北 海 道 (2) 103,000 △ 1,000 99 571 555 532 104
青 森 (3) 45,000 800 102 627 612 575 106
岩 手 (4) 50,500 200 100 554 538 522 103
宮 城 (5) 68,400 1,000 101 551 531 522 102
秋 田 (6) 87,800 100 100 600 577 554 104
山 形 (7) 64,500 0 100 627 611 580 105
福 島 (8) 65,800 900 101 560 540 529 102
茨 城 (9) 68,300 △ 100 100 504 493 515 96
栃 木 (10) 59,200 700 101 526 514 529 97
群 馬 (11) 15,500 △ 100 99 486 470 482 98
埼 玉 (12) 32,000 100 100 482 468 476 98
千 葉 (13) 56,000 400 101 516 508 532 95
東 京 (14) 129 △ 4 97 402 390 404 97
神 奈 川 (15) 3,040 △ 40 99 470 454 478 95
新 潟 (16) 119,200 1,000 101 542 530 528 100
富 山 (17) 37,200 △ 100 100 553 540 528 102
石 川 (18) 25,000 △ 100 100 532 515 506 102
福 井 (19) 25,100 100 100 520 497 499 100
山 梨 (20) 4,890 △ 10 100 541 526 533 99
長 野 (21) 32,000 △ 200 99 620 609 607 100
岐 阜 (22) 22,500 0 100 482 473 478 99
静 岡 (23) 15,700 △ 100 99 517 507 513 99
愛 知 (24) 27,500 △ 100 100 499 490 499 98
三 重 (25) 27,300 △ 200 99 477 465 489 95
滋 賀 (26) 31,700 0 100 509 498 506 98
京 都 (27) 14,400 △ 100 99 505 495 501 99
大 阪 (28) 4,850 △ 160 97 502 485 480 101
兵 庫 (29) 36,800 △ 200 99 497 484 489 99
奈 良 (30) 8,490 △ 90 99 515 502 500 100
和 歌 山 (31) 6,360 △ 70 99 494 482 486 99
鳥 取 (32) 12,700 △ 100 99 514 503 504 100
島 根 (33) 17,300 △ 200 99 506 496 502 99
岡 山 (34) 30,100 △ 100 100 517 503 514 98
広 島 (35) 22,700 △ 700 97 499 487 515 95
山 口 (36) 19,300 △ 500 97 474 461 492 94
徳 島 (37) 11,300 △ 100 99 464 459 469 98
早期 栽培 (38) 4,340 △ 60 99 456 451 459 98
普通 栽培 (39) 6,940 △ 60 99 470 465 475 98

香 川 (40) 12,000 △ 500 96 471 464 491 95
愛 媛 (41) 13,600 △ 300 98 470 463 492 94
高 知 (42) 11,400 △ 100 99 420 414 454 91
早期 栽培 (43) 6,440 △ 30 100 455 450 476 95
普通 栽培 (44) 4,980 △ 20 100 375 368 425 87

福 岡 (45) 35,000 △ 300 99 454 433 477 91
佐 賀 (46) 24,100 △ 200 99 298 291 503 58
長 崎 (47) 11,400 △ 100 99 455 435 464 94
熊 本 (48) 33,300 0 100 483 466 497 94
大 分 (49) 20,600 △ 100 100 435 407 480 85
宮 崎 (50) 16,100 0 100 465 451 482 94
早期 栽培 (51) 6,300 △ 110 98 459 450 470 96
普通 栽培 (52) 9,780 110 101 469 452 490 92

鹿 児 島 (53) 19,500 300 102 454 440 468 94
早期 栽培 (54) 4,370 30 101 438 427 435 98
普通 栽培 (55) 15,200 400 103 458 444 478 93

沖 縄 (56) 677 △ 39 95 298 296 306 97
第一 期稲 (57) 506 △ 21 96 331 330 359 92
第二 期稲 (58) 171 △ 18 90 200 196 159 123

作付面積（子実用） （参考）農家等が使用している
    ふるい目幅で選別

10ａ当たり
収　　量

②

全　　国
・

都道府県 実　数
①

前年産との比較
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対差 対比

ｔ ｔ ％ ha ｔ

7,762,000 △  18,000 100 1,379,000 7,261,000 (1)

588,100 73,300 114 97,000 553,900 (2)

282,200 18,800 107 39,200 245,800 (3)

279,800 6,700 102 48,300 267,600 (4)

376,900 5,500 101 64,800 357,000 (5)

526,800 35,700 107 74,900 449,400 (6)

404,400 30,300 108 56,900 356,800 (7)

368,500 4,400 101 60,400 338,200 (8)

344,200 △  14,200 96 66,400 334,700 (9)

311,400 △  10,400 97 54,900 288,800 (10)

75,300 △  3,600 95 13,600 66,100 (11)

154,200 △  1,200 99 30,900 148,900 (12)

289,000 △  12,400 96 53,700 277,100 (13)

519 △  36 94 129 519 (14)

14,300 △  900 94 3,040 14,300 (15)

646,100 18,500 103 106,800 578,900 (16)

205,700 △  200 100 33,300 184,100 (17)

133,000 2,700 102 22,700 120,800 (18)

130,500 △  2,000 98 23,600 122,700 (19)

26,500 △  100 100 4,810 26,000 (20)

198,400 △  600 100 30,900 191,600 (21)

108,500 900 101 21,400 103,100 (22)

81,200 1,300 102 15,600 80,700 (23)

137,200 △  500 100 26,600 132,700 (24)

130,200 △  7,000 95 26,900 128,300 (25)

161,400 △  900 99 30,200 153,700 (26)

72,700 △  100 100 13,800 69,700 (27)

24,300 △  400 98 4,850 24,300 (28)

182,900 900 100 35,300 175,400 (29)

43,700 △  400 99 8,450 43,500 (30)

31,400 △  200 99 6,360 31,400 (31)

65,300 1,600 103 12,600 64,800 (32)

87,500 △  4,200 95 16,900 85,500 (33)

155,600 △  500 100 29,300 151,500 (34)

113,300 △  9,600 92 22,200 110,800 (35)

91,500 △  11,900 88 18,400 87,200 (36)

52,400 △  1,200 98 11,000 51,000 (37)

19,800 △  700 97 … … (38)

32,600 △  600 98 … … (39)

56,500 △  3,400 94 12,000 56,500 (40)

63,900 △  5,300 92 13,500 63,500 (41)

47,900 △  2,800 94 11,300 47,500 (42)

29,300 △  800 97 … … (43)

18,700 △  1,900 91 … … (44)

158,900 △  24,000 87 34,500 156,600 (45)

71,800 △  57,500 56 23,700 70,600 (46)

51,900 △  5,500 90 11,300 51,400 (47)

160,800 △  15,400 91 32,300 156,000 (48)

89,600 △  14,100 86 20,400 88,700 (49)

74,900 △  4,500 94 14,600 67,900 (50)

28,900 △  1,600 95 … … (51)

45,900 △  2,900 94 … … (52)

88,500 △  3,900 96 18,300 83,100 (53)

19,100 △  400 98 … … (54)

69,600 △  2,900 96 … … (55)

2,020 △  180 92 665 1,980 (56)

1,670 △  250 87 … … (57)

342 60 121 … … (58)

収穫量（子実用）

収 穫 量
（主食用）
⑧＝⑦×②

前年産との比較

参　　　　考

実　数
⑥＝①×②

主 食 用
作付面積

⑦

４ （参考）の農家等が使用しているふるい目幅で選別された③10ａ当たり収量、④10ａ当たり平年収量及び⑤作況指数
については、全国農業地域ごとに、過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の分布において、大きいもの
から数えて９割を占めるまでの目幅（北海道、東北及び北陸は1.85㎜、関東・東山、東海、近畿、中国及び九州は
1.80㎜、四国及び沖縄は1.75㎜）以上に選別された玄米を基に算出した数値である。

５ 徳島県、高知県、宮崎県、鹿児島県及び沖縄県の作期別の主食用作付面積は、備蓄米、加工用米、新規需要米等の
面積を把握していないことから「…」で示している。
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資料： 農林水産省統計部『作物統計』
注：１ 作付面積（子実用）とは、青刈り面積（飼料用米等を含む。）を除いた面積である。

２ 主食用作付面積とは、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、備蓄米、加工用米、新規需要米等の作付面積を除いた面積である。
３ 10ａ当たり収量及び収穫量は、1.70㎜のふるい目幅で選別された玄米の重量である。

平成20年産以降は、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、備蓄米、加工用米、新規需要米等の作付面積を除いた面積である。
４ 作況指数は、10ａ当たり平年収量に対する10ａ当たり収量の比率であり、平成26年産以前の作況指数は1.70mmのふるい目幅で選別された玄米を
基に算出し、平成27年産から令和元年産までの作況指数は、全国農業地域ごとに、過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の分布にお
いて、大きいものから数えて９割を占めるまでの目幅以上に選別された玄米を基に算出していた。令和２年産以降の作況指数は、都道府県ごとに、
過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の分布において、最も大きい割合の目幅以上に選別された玄米を基に算出した数値である。

５ 「…」は、調査を欠くことを示している。

(6) 水稲作付面積及び収穫量等の年次別推移（全国）

統計6

ha ｔ ha kg ｔ ha ｔ

平成12年産 1,770,000 9,490,000 1,763,000 537 9,472,000 … … 104

13 1,706,000 9,057,000 1,700,000 532 9,048,000 … … 103

14 1,688,000 8,889,000 1,683,000 527 8,876,000 … … 101

15 1,665,000 7,792,000 1,660,000 469 7,779,000 … … 90

16 1,701,000 8,730,000 1,697,000 514 8,721,000 … … 98

17 1,706,000 9,074,000 1,702,000 532 9,062,000 … … 101

18 1,688,000 8,556,000 1,684,000 507 8,546,000 … … 96

19 1,673,000 8,714,000 1,669,000 522 8,705,000 … … 99

20 1,627,000 8,823,000 1,624,000 543 8,815,000 1,596,000 8,658,000 102

21 1,624,000 8,474,000 1,621,000 522 8,466,000 1,592,000 8,309,000 98

22 1,628,000 8,483,000 1,625,000 522 8,478,000 1,580,000 8,239,000 98

23 1,576,000 8,402,000 1,574,000 533 8,397,000 1,526,000 8,133,000 101

24 1,581,000 8,523,000 1,579,000 540 8,519,000 1,524,000 8,210,000 102

25 1,599,000 8,607,000 1,597,000 539 8,603,000 1,522,000 8,182,000 102

26 1,575,000 8,439,000 1,573,000 536 8,435,000 1,474,000 7,882,000 101

27 1,506,000 7,989,000 1,505,000 531 7,986,000 1,406,000 7,442,000 100

28 1,479,000 8,044,000 1,478,000 544 8,042,000 1,381,000 7,496,000 103

29 1,466,000 7,824,000 1,465,000 534 7,822,000 1,370,000 7,306,000 100

30 1,470,000 7,782,000 1,470,000 529 7,780,000 1,386,000 7,327,000 98

令和元　　 1,470,000 7,764,000 1,469,000 528 7,762,000 1,379,000 7,261,000 99

２
(概数値)

1,462,000 7,765,000 1,462,000 531 7,763,000 1,366,000 7,225,000 99

主 食 用
作付面積

収 穫 量
（主食用）

作況指数

年　産

水 陸 稲 計 水　　　　　　　　　　稲

作付面積
（子実用）

収穫量
（子実用）

作付面積
（子実用）

10ａ当たり
収　　　量

収穫量
（子実用）

参　　　考



注：平均値は、直近５か年の重量割合の平均である。

(7) 水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況、10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）

統計7

年   産 計
1.70㎜以上
 1.75mm未満

  1.75
    ～1.80

  1.80
    ～1.85

  1.85
    ～1.90

  1.90
    ～2.00

2.00㎜
以　上

 平成27年産 100.0 0.8 1.4 2.0 2.7 15.3 77.8

 　　28 100.0 0.7 1.2 1.7 2.4 14.0 80.0

 　　29 100.0 0.9 1.5 2.1 2.9 16.1 76.5

 　　30 100.0 0.9 1.6 2.3 3.3 17.6 74.3

 令和元 100.0 0.7 1.4 1.9 2.8 15.3 77.9

 　　２　　(概数値) 100.0 0.7 1.4 1.9 2.9 14.4 78.7

     平 均 値 100.0 0.8 1.4 2.0 2.8 15.7 77.3

     対平均差(ﾎﾟｲﾝﾄ) 0.0 △ 0.1 0.0 △ 0.1 0.1 △ 1.3 1.4

2.00㎜
以　上

㎏ 531 527 519 509 494 413

ｔ 7,986,000 7,922,000 7,810,000 7,651,000 7,435,000 6,213,000

㎏ 544 540 534 524 511 435

ｔ 8,042,000 7,986,000 7,889,000 7,752,000 7,559,000 6,434,000

㎏ 534 529 521 510 494 409

ｔ 7,822,000 7,752,000 7,634,000 7,470,000 7,243,000 5,984,000

㎏ 529 524 516 504 486 393

ｔ 7,780,000 7,710,000 7,586,000 7,407,000 7,150,000 5,781,000

㎏ 528 524 517 507 492 411

ｔ 7,762,000 7,708,000 7,599,000 7,452,000 7,234,000 6,047,000

㎏ 531 527 520 510 494 418

ｔ 7,763,000 7,709,000 7,600,000 7,452,000 7,227,000 6,109,000

％ 100 100 100 100 100 101

10ａ当たり収量

10ａ当たり収量

1.70㎜
以　上

年　　　　産

収穫量(子実用)

10ａ当たり収量

10ａ当たり収量

10ａ当たり収量

対前年比

　　２
（概数値）

10ａ当たり収量

　　30

収穫量(子実用)

　　28

　　29

収穫量(子実用)

1.80㎜
以　上

1.75㎜
以　上

令和元

収穫量(子実用)

収穫量(子実用)

収穫量(子実用)

単位

平成27年産

1.90㎜
以　上

1.85㎜
以　上

ふるい目幅別重量分布状況の推移（全国）

ふるい目幅別10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）の推移（全国）

注：１ ふるい目幅別の10ａ当たり収量とは、10ａ当たり収量にふるい目幅別重量割合を乗じて算出したものである。
２ ふるい目幅別の収穫量（子実用）とは、収穫量にふるい目幅別重量割合を乗じて算出したものである。



（8） 年産・都道府県別の主食用米作付面積及び収穫量等の推移

資料：農林水産省統計部『作物統計』
注：１ 作付面積（主食用）は、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、備蓄米、加工用米、新規需要米等の作付面積を除いた面積である。

２ 主食用作付面積とは、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、備蓄米、加工用米、新規需要米等の作付面積を除いた面積である。
３ 収穫量（主食用）については、都道府県ごとの積上げ値であるため、表頭の計算は一致しない場合がある。
４ 作況指数については、都道府県ごとに、過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の分布において、最も大きい割合の目幅以上に選別された

玄米を基に算出した数値である。

平成27～29年産

統計8

ha ha ha ｔ ｔ ｔ

全 国 (1) 1,406,000 1,381,000 1,370,000 7,442,000 7,496,000 7,306,000 100 103 100 (1)

北 海 道 (2) 100,100 99,000 98,600 559,600 545,500 552,200 104 102 103 (2)

青 森 (3) 37,300 36,800 38,000 229,800 222,300 226,500 105 104 101 (3)

岩 手 (4) 48,100 47,100 47,000 269,400 254,300 250,500 105 102 98 (4)

宮 城 (5) 63,700 63,600 63,500 348,400 352,300 339,700 103 105 99 (5)

秋 田 (6) 71,200 69,300 69,500 419,400 409,600 398,900 103 104 99 (6)

山 形 (7) 57,700 56,800 56,400 354,300 345,300 337,300 103 103 100 (7)

福 島 (8) 61,500 60,100 59,900 342,600 333,600 328,900 101 102 100 (8)

茨 城 (9) 68,400 67,200 66,400 345,400 350,100 348,600 96 99 99 (9)

栃 木 (10) 54,100 53,600 53,600 287,300 295,300 273,400 98 102 93 (10)

群 馬 (11) 14,400 14,100 13,900 70,400 71,200 69,400 99 102 101 (11)

埼 玉 (12) 31,700 31,200 30,700 152,200 154,100 151,700 97 101 101 (12)

千 葉 (13) 55,200 53,900 53,300 297,500 295,900 289,400 101 102 100 (13)

東 京 (14) 156 151 141 632 627 580 98 101 99 (14)

神 奈 川 (15) 3,130 3,110 3,090 15,200 15,400 15,700 96 101 102 (15)

新 潟 (16) 102,400 101,500 100,300 539,600 589,700 527,600 97 108 96 (16)

富 山 (17) 34,200 33,800 33,300 191,200 191,300 181,800 103 106 100 (17)

石 川 (18) 23,600 23,200 23,200 123,200 123,900 120,400 101 104 99 (18)

福 井 (19) 23,900 23,600 23,300 123,800 126,300 122,300 99 104 101 (19)

山 梨 (20) 4,980 4,940 4,880 26,800 27,000 26,800 99 101 100 (20)

長 野 (21) 32,200 31,700 31,300 194,500 197,800 196,900 97 101 101 (21)

岐 阜 (22) 22,100 21,700 21,500 106,300 105,500 104,900 99 100 100 (22)

静 岡 (23) 16,100 15,800 15,600 81,000 83,000 80,300 96 101 99 (23)

愛 知 (24) 27,200 26,900 26,600 136,800 140,100 136,200 99 103 101 (24)

三 重 (25) 27,700 27,000 26,800 135,700 140,900 128,600 98 105 95 (25)

滋 賀 (26) 30,600 30,200 30,000 158,500 161,300 155,100 100 104 100 (26)

京 都 (27) 14,400 14,300 14,100 73,400 73,800 71,900 100 101 100 (27)

大 阪 (28) 5,440 5,310 5,150 26,900 26,800 26,100 100 102 102 (28)

兵 庫 (29) 35,700 35,400 35,100 178,900 177,400 175,900 99 100 100 (29)

奈 良 (30) 8,850 8,680 8,580 45,600 45,600 44,700 100 102 102 (30)

和 歌 山 (31) 6,900 6,720 6,560 34,400 34,100 33,300 101 102 102 (31)

鳥 取 (32) 12,400 12,500 12,400 63,500 65,300 64,500 99 102 101 (32)

島 根 (33) 17,500 17,300 17,200 88,000 91,300 89,300 98 104 102 (33)

岡 山 (34) 29,600 29,200 29,100 149,500 155,600 158,300 98 102 103 (34)

広 島 (35) 24,000 23,400 23,100 121,700 124,300 123,400 96 102 102 (35)

山 口 (36) 20,500 19,800 19,300 100,700 101,400 100,600 97 102 103 (36)

徳 島 (37) 11,700 11,500 11,300 53,500 56,400 54,200 97 104 101 (37)

香 川 (38) 13,500 13,200 12,800 63,500 67,100 62,000 94 102 98 (38)

愛 媛 (39) 14,600 14,200 13,900 71,200 72,100 70,600 98 102 102 (39)

高 知 (40) 11,900 11,600 11,500 52,800 53,100 54,200 96 100 103 (40)

福 岡 (41) 35,900 35,400 35,100 172,300 177,400 178,700 95 100 102 (41)

佐 賀 (42) 25,000 24,600 24,400 128,300 128,200 129,600 99 101 102 (42)

長 崎 (43) 12,500 12,000 11,600 59,900 59,500 57,400 100 104 101 (43)

熊 本 (44) 34,300 32,500 32,200 171,500 171,300 169,700 97 102 102 (44)

大 分 (45) 21,700 21,100 20,900 103,700 106,300 105,800 95 101 101 (45)

宮 崎 (46) 16,100 15,500 15,000 74,700 77,200 74,900 93 100 101 (46)

鹿 児 島 (47) 20,900 20,200 19,600 95,700 97,600 95,300 95 100 100 (47)

沖 縄 (48) 788 785 727 2,320 2,300 2,190 95 96 97 (48)

全 国
・

都 道 府 県

主食用作付面積 収穫量（主食用） 作況指数

27 28 29 2927 2827 28 29



平成30～令和２年産

統計9

ha ha ha ｔ ｔ ｔ

全 国 (1) 1,386,000 1,379,000 1,366,000 7,327,000 7,261,000 7,225,000 98 99 99 (1)

北 海 道 (2) 98,900 97,000 95,300 489,600 553,900 553,700 90 104 106 (2)

青 森 (3) 39,600 39,200 38,300 236,000 245,800 240,500 101 106 105 (3)

岩 手 (4) 48,800 48,300 48,200 265,000 267,600 266,500 101 103 103 (4)

宮 城 (5) 64,500 64,800 64,500 355,400 357,000 356,000 101 102 102 (5)

秋 田 (6) 75,000 74,900 75,300 420,000 449,400 453,300 96 104 105 (6)

山 形 (7) 56,400 56,900 56,500 327,100 356,800 351,400 96 105 104 (7)

福 島 (8) 61,200 60,400 59,200 343,300 338,200 332,700 101 102 102 (8)

茨 城 (9) 66,800 66,400 65,500 350,000 334,700 347,800 99 96 103 (9)

栃 木 (10) 54,700 54,900 54,900 300,900 288,800 295,400 102 97 101 (10)

群 馬 (11) 13,700 13,600 13,600 69,300 66,100 67,500 102 98 100 (11)

埼 玉 (12) 30,800 30,900 30,600 150,000 148,900 151,800 99 98 102 (12)

千 葉 (13) 53,900 53,700 52,500 292,100 277,100 281,900 99 95 99 (13)

東 京 (14) 133 129 124 555 519 496 101 97 98 (14)

神 奈 川 (15) 3,080 3,040 2,990 15,200 14,300 14,200 98 95 97 (15)

新 潟 (16) 104,700 106,800 106,700 556,000 578,900 595,400 95 100 103 (16)

富 山 (17) 33,300 33,300 33,200 183,800 184,100 184,600 102 102 103 (17)

石 川 (18) 23,200 22,700 22,600 120,400 120,800 119,800 100 102 101 (18)

福 井 (19) 23,600 23,600 23,300 125,100 122,700 120,700 101 100 99 (19)

山 梨 (20) 4,820 4,810 4,800 26,100 26,000 25,400 99 99 97 (20)

長 野 (21) 31,300 30,900 30,700 193,400 191,600 186,000 100 100 99 (21)

岐 阜 (22) 21,500 21,400 21,400 102,800 103,100 100,600 97 99 96 (22)

静 岡 (23) 15,700 15,600 15,400 79,400 80,700 73,600 97 99 92 (23)

愛 知 (24) 26,700 26,600 26,400 133,200 132,700 129,400 98 98 96 (24)

三 重 (25) 27,100 26,900 26,700 135,200 128,300 127,900 100 95 96 (25)

滋 賀 (26) 30,100 30,200 29,700 154,100 153,700 151,200 99 98 98 (26)

京 都 (27) 13,900 13,800 13,800 69,800 69,700 69,100 98 99 98 (27)

大 阪 (28) 5,000 4,850 4,700 24,700 24,300 22,200 99 101 94 (28)

兵 庫 (29) 35,500 35,300 34,800 174,700 175,400 166,000 98 99 95 (29)

奈 良 (30) 8,530 8,450 8,430 43,800 43,500 40,600 100 100 92 (30)

和 歌 山 (31) 6,430 6,360 6,250 31,600 31,400 28,900 99 99 92 (31)

鳥 取 (32) 12,700 12,600 12,800 63,200 64,800 65,500 97 100 100 (32)

島 根 (33) 17,200 16,900 16,800 90,100 85,500 85,800 103 99 99 (33)

岡 山 (34) 29,400 29,300 28,900 152,000 151,500 145,900 98 98 95 (34)

広 島 (35) 22,900 22,200 22,000 120,200 110,800 109,800 101 95 94 (35)

山 口 (36) 18,900 18,400 17,800 98,700 87,200 68,700 104 94 73 (36)

徳 島 (37) 11,200 11,000 10,700 52,600 51,000 50,900 99 98 100 (37)

香 川 (38) 12,500 12,000 11,600 59,900 56,500 57,500 96 95 100 (38)

愛 媛 (39) 13,900 13,500 13,300 69,200 63,500 63,000 100 94 91 (39)

高 知 (40) 11,400 11,300 11,200 50,300 47,500 48,500 96 91 93 (40)

福 岡 (41) 34,900 34,500 34,400 180,800 156,600 143,100 104 91 80 (41)

佐 賀 (42) 24,000 23,700 23,400 127,700 70,600 102,000 102 58 81 (42)

長 崎 (43) 11,400 11,300 11,000 56,900 51,400 46,400 104 94 86 (43)

熊 本 (44) 32,300 32,300 32,300 170,900 156,000 151,800 103 94 89 (44)

大 分 (45) 20,600 20,400 20,000 103,200 88,700 80,600 100 85 77 (45)

宮 崎 (46) 14,700 14,600 14,300 72,500 67,900 67,900 100 94 95 (46)

鹿 児 島 (47) 18,300 18,300 17,800 88,000 83,100 81,500 100 94 94 (47)

沖 縄 (48) 716 665 630 2,200 1,960 1,990 99 96 102 (48)

全 国
・

都 道 府 県

作況指数

30 元 2 30 元

主食用作付面積 収穫量（主食用）

2 30 元 2



（９）各道府県農業再生協議会等が作成した令和３年産主食用米の生産の目安等

（各都道府県農業再生協議会総会資料等から抜粋） 

いわゆる「生産の目安等」については、各県の農業再生協議会等において、国
の需給見通しや産地の需要動向等を踏まえて主体的に作成されており、その名称
や定義は各県ごとに様々である。令和３年産の作成の考え方により大別すると、
おおよそ以下のとおり類型化できる。 

（１） 国の基本指針における生産量の見通し等を踏まえて算出（25 県）

① 国の基本指針における生産量の見通しに 29 年産までの各県別の生産数
量目標の県シェア等を乗じるなどして算出（17 県）

岩手県、福島県、茨城県、埼玉県、千葉県、新潟県、富山県、山梨県、
岐阜県、和歌山県、徳島県、愛媛県、高知県、長崎県、宮崎県、 
鹿児島県、沖縄県 

② 国の基本指針における生産量の見通しの対前年減少率を前年目安に乗
じるなどして算出（５県）

栃木県、群馬県、石川県、長野県、岡山県 

③ ①に新たな需要増加分、在庫増加分等を加味して算出（３県）

宮城県、秋田県、山形県

（２） 地域協議会による需要動向の積上げや独自の需要見込み等により算出
(17 県)

北海道、青森県、福井県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、京都府、
兵庫県、鳥取県、広島県、山口県、香川県、福岡県、佐賀県、熊本県、
大分県

※ 奈良県は１月中に決定予定。東京都、神奈川県、大阪府及び島根県は目安等

を作成していない。

目安 1 



※ 詳細については、以下の各都道府県農業再生協議会等の窓口にお問合せください。

※ 「公表日等」欄に記載の日付は、各都道府県農業再生協議会が総会等にて目安を決定した日、または、プレスリリースを行っ

た日。

（１）国の基本指針における生産量の見通し等を踏まえて算出

① 国の基本指針における生産量の見通しに 29 年産までの各県別の生産数量目標の県シェア等を乗じるな

どして算出

主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

岩 

手

「生産目安」（公表日 2020/11/19） 

○ 県全体の生産目安

252,945 トン（面積換算 46,961ha）

※ 「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」（R2.11 公表：農林水産省）の需給見通しと平成

30 年産および令和元年産の主食用米の平均収穫量が全国収穫量に占める岩手県シェアにより算定

岩手県農林水産

部農産園芸課 

℡019-629-5705 

福 

島

「生産数量（面積）の目安」（公表日 2020/12/1）

〇 令和元年産米の状況は、契約・販売進度の停滞、需要量の減少、結果として６月末在庫の増加等、

他県と比較して取り巻く需給環境は悪化している状況にあり、これらを総合的に表しているのは需要

量と判断。 

この考え方にもとづき県全体の生産数量の目安（面積）は需要量の動向にもとづき設定するとの方

針を整理。 

○ 具体的な県全体の「生産数量（面積）の目安」の設定

令和３年産米の全国必要生産量 693 万㌧に福島県の過去６中４の需要量の全体需要量に対するウェ

イトを乗じ、平年単収で除した水準として、55,700ha に設定。

○ 地域農業再生協議会別の「生産数量（面積）の目安」の設定

全地域農業再生協議会に令和３年産米の主食用米の面積希望調査を実施し、以下により算定。

① 県全体の目安から被災 12 市町村調整用として、200ha を除外。

② 令和２年産主食用米作付面積が 200ha 未満の地域協議会は、希望通り配置。

③ 令和２年産実績と令和２年産目安のうち小さい方をウェイトとして、①と②を引いた残りの面

積を按分。

④ 被災 12 市町村は、③の按分結果と希望面積を勘案しながら 200ha の中で調整。

福島県農林水産

部水田畑作課内 

℡024-521-7369 

茨 

城

「生産数量目標に相当する数値」（公表日 2020/12/10） 

（１）生産数量目標に相当する数値（以下、目安）の算出方法

令和３年産米の目安は、全国の主食用米等生産量の見通しの 693 万トンに、過去５年間（平成 27

年～令和元年産）の全国の需要実績に対する本県シェアを乗じた数量を基本とする。また、令和２

年産米の茨城県の平年収量（524 ㎏／10ａ）で除し、面積換算値を設定する。 

（２）目安の算出に用いる本県シェアの考え方

平成 27 年～令和元年産においては、国が生産目標数量の算出に用いてきた固定シェア 4.49％によ

り算出してきた。しかし、直近５年間の需要実績に基づくシェア（Ｈ27～Ｒ元の平均：4.82％）と

乖離があることから、この差を令和２～６年産までの５年間で段階的に補正することとしており、

令和３年産においては 4.63％を目安の算出に用いる。 

【本県実績シェア】 

4.82％＝Ｈ27～Ｒ元 本県の需要実績の平均値 357,733 トン／ 

Ｈ27～Ｒ元 全国の需要実績の平均値 7,416,909 トン×100 

【Ｒ３補正分シェア】 

 0.07％＝（本県実績シェア 4.82％－前年度の算出シェア 4.56％）／シェア補正残り年数 ４年 

【本県の令和３年産米の目安】 

全国の主食用米等の生産量の見通し 693 万トン×4.63％＝ 320,859 トン（61,233ha） 

茨城県農業再生

協議会（茨城県

庁産地振興課） 

℡029-301-3921 

http://www.iba

raki-

suiden.jp/ 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

埼 

玉

「生産の目安」（公表日 2020/11/27） 

埼玉県における令和３年産米「生産の目安」は、国が示した「米穀の需給及び価格の安定に関する基

本指針」（令和２年 11 月）における、本県の過去６年の需要実績中、中庸４年の平均値を令和３年産

の主食用米等生産量の見通しと同水準の 693 万トンに乗じる。 

その結果、埼玉県の令和３年産米「生産の目安」は 142,895 トン、面積換算値は 29,080 ha とする。 

埼玉県農林部生

産振興課内 

℡048-830-4036 

http://www.sai

tama-

suiden.org/mey

asu.pdf 

千 

葉

「生産目安」（公表日 2020/11/24） 

 国は、令和３年産の主食用米の適正生産量について、令和２年産よりも大幅に少ない 693 万トンと提

示したところである。 

これを踏まえ、千葉県農業再生協議会が設定する本県の令和３年産米の生産目安は、全国の適正生産

量 693 万トンに本県産米の需要実績シェア 4.0410％を乗じた 280,041 トン（51,478ha) とする。 

千葉県農林水産

部生産振興課水

田農業班内 

℡043-223-2891 

http://www.chi

ba-suiden.jp/ 

新

潟

「生産目標」（公表日 2020/12/25） 

国は、「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」で全国の需給見通しとして、令和３年産主食

用米等生産量を２年産よりも 30 万トン少ない 693 万トンと示した。 

本県においても、民間在庫が積み上がっている中、需要減にしっかり対応した生産目標とする必要が

あることから、全国需要における本県の需要シェア（過去 5年平均）を 693 万トンに乗じ、県生産目標

を 52 万トン、面積換算で 95,500ha と設定。 

【令和３年産 主食用米生産目標】 

新潟県生産目標の考え方   生 産 目 標 

数 量（トン） 面 積（ha） 

県需要実績シェア（過去 5 年平均：7.5％） 520,000 95,500 

（▲75,400） （▲11,200）

※ カッコ内は令和２年実績との差

新潟県農産園芸

課 

℡025-280-5295 

https://www.ni

igatamai.info/

public/detail/

ID/956/c/14 

（新潟米情報セ

ンターHP、新潟

県農業再生協議

会情報）

富

山

「生産目標」（公表日 2020/12/7） 

〇 全国の令和３年産米の生産量の目安は、新型コロナウイルス感染症の影響等による需要量の減少も

考慮し、693 万トン 、対前年 24 万トン減（▲3.3%)とされた。 

〇 本県では、①全国の生産量の目安（▲3.3%)を踏まえつつ、②本県産米の需要量シェアを考慮し、

県段階の生産目標を 177,632 トン（前年▲2.2％）、面積換算で 32,700ha（前年▲900ha、▲2.7％）

とする。 

富山県農業再生

協議会（富山県

農業協同組合中

央会農業対策課

内） 

℡076-445-2022 

山

梨

「目安」（公表日 2020/12/18） 

令和３年産主食用米等の生産数量の目安の設定にあたっては、令和３／４年主食用米等需要量 705 万

トンを算定の基準におき、国により生産数量目標が提示されていた平成 27 年産米における本県シェア

を乗じて算出した数量 25,732 トンから、さらに特別な要因による需要減 5万トンに全国の販売農家の

本県シェアを乗じた 100 トンを減じて算出。

令和３年産米の生産数量目安 25,632 トン（対前年比 538 トン減） 

面積換算    4,721ha  （対前年比 81ha 減） 

ＪＡ山梨中央会

農業振興部内 

℡055-223-3503 

岐

阜

「生産指標」（公表日 2020/12/10） 

〇 「農業再生協議会を主体とした米の需給調整の仕組み」を活用し、県協議会は、国が令和２年７月

末に示した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」を基に市町村別生産指標を設定し、各地

域農業再生協議会へ提示した。 

（通知日：令和２年 10 月９日） 

 「生産目標」 

〇 生産指標を基に、各地域農業再生協議会が設定した「生産目標」の集計値は、105,493t(面積換算

値 21,704ha)となる。 

岐阜県農政部農

産園芸課 

℡058-272-8439 

https://www.pr

ef.gifu.lg.jp/

sangyo/nogyo/n

osanbutsu/1142

3/31_seisan_mo

kuhyou.html 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

和

歌

山

「生産数量の参考値」（公表日 2020/12/24） 

１ 国が発表した全国の令和３年産米の適正な生産量 693 万ｔを基に算定。 

２ 和歌山県の生産数量の参考値は、全国の適正な生産数量（693 万ｔ）を平成 27 年産米における都

道府県生産数量目標のシェアで按分した 32,159t。 

令和３年産米の生産数量の参考値：32,159t （面積換算値：6,469.2ha） 

和歌山県農業再

生協議会 

（事務局）和歌

山県農林水産部

農業生産局果樹

園芸課 

℡073-441-2904 

徳

島

「生産目安」（公表日 2020/12/17） 

○ 目的

国による生産数量目標の配分が廃止となった平成３０年産以降においても、需要に応じた米生産

を推進するとともに、水稲作付けの維持・確保による水田フル活用を図るため、県域の「生産目

安」 

を設定する。 

○ 算定方法

国が 11 月に公表した令和３／４年の主食用米等の需給見通しに示された「令和３年産主食用米

等生産量」の 693 万トンに、本県の需要実績から直近６か年のうち中庸４年（需要実績６中４）を

平均したシェア（0.7264％）を乗じて算定。

○ 令和３年産主食用米の生産目安

10,600ha（50,340 トン） 

徳島県立農林水

産総合技術支援

センター経営推

進課

℡088-621-2430

愛

媛

「生産の目安」（公表日 2020/12/16） 

１ 愛媛県全体の「生産の目安」の設定方法 

県全体の「生産の目安」は、国が公表した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」にお

いて設定された令和３年産米の全国の生産量（需要量の見通しと同水準）693 万トンに、国が平成

28 年度から固定した県別シェア率を乗じたものを県全体の「生産の目安」の生産量とし、その数値

を本県平年単収で除した数値を「生産の目安」の作付面積とする。 

令和３年産米の全国の適正生産量 693 万トン × 本県シェア率 73,920/7,510,000 

＝ 県全体の「生産の目安（生産数量）」68,211 トン 

県全体の「生産の目安（生産量）」68,211 トン ÷ 本県平年単収 4.98 トン/ha 

＝ 県全体の「生産の目安（作付面積）」13,697ha 

２ 地域農業再生協議会別の「生産の目安」の設定方法 

① 作付面積

県全体の「生産の目安」の水準に地域農業再生協議会の作付合計を誘導するよう、各地域農業

再生協議会の「生産目標（案）」と過年度の作付実績を踏まえ設定する。 

                 ÷                         ＝ 

 13,697ha   13.484ha 1.0158 

                      ×     ＝      

② 生産数量

各地域農業再生協議会の「生産の目安」の作付面積に市町別単収を乗じた数値とする。

愛媛県農業協同

組合中央会総合

企画部 

℡089-948-5662 

県全体の「生産の目安」 各地域協議会の生産目標（案）の合計 係数

地域協議会ごとの生産目標（案） 係数 各地域協議会の「生産の目安」
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

高

知

「生産の目安」（公表日 2020/12/25） 

１ 令和３年産米の高知県生産数量目標の設定方法 

○ 需要に応じた生産を進める観点から、全国及び高知県の需要実績（直近１年）を基本として算

定する。

○ 算定に際しては、全国平均を上回る高知県の人口減少率を考慮する。

令和３年産の高知県生産数量目標 

＝ Ｒ３/Ｒ４年の全国需要見通し × Ｒ元/Ｒ２年の高知県の需要実績の全国シェア × 0.98 

＝ 705 万トン × 52,297 トン / 7,216,759 トン × 0.98 

＝ 50,067 トン（面積換算：10,980ha) (面積換算＝50,067 トン ÷ 平年収量 456kg/10a × 100) 

２ 令和３年産米の市町村・地域農業再生協議会別生産数量の目安の設定方法 

○ 令和３年産については、引き続き、需給バランスの安定に向けた取組を県下全域で推進してい

く必要があることから、令和元年産の生産数量目標の市町村別シェアを固定し、当該シェアによ

り算定する。

令和３年産の市町村別生産数量の目安 

＝ 令和３年産の高知県生産数量目標 × 令和元年産の生産数量目標(面積換算)の市町村別シェア 

 ＋ 令和２年産の作付面積を考慮した補正面積 

高知県農業振興

部農業政策課 

℡088-821-4511 

http://www.pre

f.kochi.lg.jp/

soshiki/162201

/2019122000223

.html

長

崎

「生産の目安」（公表日 2021/1/7） 

〇 「県の生産の目安（生産量）」は 11 月に国から提示された令和３年産の「全国の生産数量目安」

に「全国における長崎県数量シェア※」を乗じて算定。 

※ 長崎県数量シェア 0.84%とは、昨年と同様に国が最後に示した平成 29 年度長崎県への生産数量

目標 61,511t を全国の生産数量目標 735 万 t で除したもの。

【県段階の算定方法】 

１「県の生産の目安（生産量）」 

全国の生産数量目安×全国における長崎県数量シェア 

693 万 t×0.84%＝57,996t 

２「県の生産の目安（面積）」 

生産の目安（生産量）÷長崎県の平年収量 

57,996t÷482kg/10a＝12,032ha 

〇 令和３年産長崎県生産数量の目安 57,996t 

令和３年産長崎県生産面積の目安 12,032ha 

長崎県農林部農

産園芸課 

℡095-895-2943 

宮

崎

「作付の目安」（公表日 2020/11/25 県ホームページ掲載） 

令和３年産米の「作付の目安」について 

本県においては、作付実績が「作付の目安」を大きく下回っている現状があることから、作付を抑制

しすぎないよう、国の生産の目安である６９３万トンを算出基礎とすることとし、その上で、平成 27

年産以降、本県への配分として固定されていた、平成２７年度配分シェア（≒1.2463％）を用いて本県

の令和３年産米の「生産の目安」を 86,371 トンと算出し、本県の平年収量（496kg）から「作付の目

安」を 17,414ha とした。 

① 国の令和３年産「生産の目安」 6,930,000 トン

② 宮崎県シェア（平成 27 年度配分シェア） 0.012463382 ※ 93,600t/ 7,51O,OOOt

③ 県の令和３年産「生産の目安」 86,371 トン ※切捨て

④ 県の令和３年産「作付の目安」（③の面積換算値） 17,414ha ※平年収量 496kg

宮崎県農業再生

協議会 

℡0985-31-2030 

宮崎県農政水産

部農産園芸課農

産担当 

℡0985-26-7136 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

鹿

児

島

「生産の目安」（公表日 2020/11/20） 

１ ３年産に向けた都道府県再生協議会の基本的な考え方 

 県協議会が，全国の需給見通しを基に算出した各地域毎の生産の目安と，県内実需者の需要見通し

の情報を各地域農業再生協議会に提供する。 

２ ３年産に向けた主食用米等の生産量等の具体的な考え方（２年産との変更点等） 

令和３年産「生産の目安」の設定方法 

（１）考え方

令和２年産「生産の目安」と同様の方法を用いて、令和３年産「生産の目安」を算出。

県農業再生協議会においては、地域協議会がそれぞれの地域の実情を踏まえ、地域における「生

産の目安」、生産者ごとの「生産の目安」を設定することができるよう、各地域協議会に情報提

供することとする。 

（２）「生産の目安（生産量）」

全国の主食用米等生産量×本県シェア＝生産の目安

679 万 t×1.48% ＝100,420t 

※「全国の主食用米等生産量」は 10 月 16 日公表の 679 万ｔを用いることとする。

（３）「生産の目安（面積）」

生産の目安（生産量）÷平年収量＝生産の目安

100,420t÷484 ㎏/10a ＝20,750ha 

鹿児島県農業再

生協議会 

（事務局：鹿児

島県農政部農産

園芸課） 

℡099-286-3197 

沖

縄

「目安」（公表日2020/11/27） 

① 「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」の令和３/４年の需給見通しの供給量における令

和３年産の主食用米等生産量※と、平成29年産生産数量目標で用いた沖縄県のシェア※をもとに、沖

縄県分の生産量を算出する。

② 沖縄県の目標単収を用いて、沖縄県分の生産量の範囲内で、沖縄県の目安作付面積、目安収穫量を

設定する。

○全国の令和３年産の生産量設定 693万トン 

うち、沖縄県のシェア 2,640トン 

○沖縄県の目安収穫量 2,640トン 

沖縄県の目安作付面積 825ha 

沖縄県の目標単収 320kg/10a 

※沖縄県のシェアは、全国に対して 0.000381（平成 29 年産生産数量目標より 2,799ｔ/7,350,000ｔ）

沖縄県農業再生

協議会事務局 

（沖縄県農林水

産部糖業農産課

内） 

℡098-866-2275 
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② 国の基本指針における生産量の見通しの対前年減少率を前年目安に乗じるなどして算出

主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

栃

木

「作付参考値」（公表日 2020/12/23） 

令和３年産主食用米においても、令和２年産主食用米と同様に、作付参考値を提示する。 

県及び市町別作付参考値の算定方法については、国の提示する３年産生産量の対前年比（Ａ）により

算定する。 

県作付参考値(ha) ＝ 令和２年産県作付参考値数量換算値 × Ａ ／ 県平年単収 

市町別作付参考値(ha) ＝ 令和２年産各市町作付参考値数量換算値×Ａ／各市町平均単収 

※ 直近７か年のデータで最高値と最低値を除いた５か年分の平均を用いることとする。

（参考）県作付参考値：51,041ha（前年より▲1,768ha）（数量換算値：275,622t(前年より▲9,545t)）

ＪＡ栃木中央会

内 

℡028-616-8531 

http://www.tcc

hu-

ja.or.jp/saise

ikyo/ 

群

馬

「生産目安」（公表日 2020/12/22） 

令和２年 11 月に国から公表された全国の主食用米等生産量の対前年比（a）により、算定する。 

県域の生産目安（トン）＝令和２年産主食用米の本県の生産目安（トン）× a 

国が策定した令和３／４年の主食用米等の需給見通しに基づく令和３年産主食用米等生産量は 693 万

トン（対前年比 96.7％）であることから、県域の生産目安は、69,906 トンと算定される（面積換算値

14,082ha）。

ＪＡ群馬中央会

担い手支援部 

℡027-220-2028 

石

川

「生産基準数量」（公表日 2020/12/9） 

〇 県農業活性化協議会において、行政、生産者、販売業者など関係者の合意のもとで主食用米の「生

産基準数量」を決定。 

〇 主食用米の「生産基準数量」は、国の生産量の見通しや考え方も踏まえつつ、国が公表する本県需

要実績に基づき設定する。なお、需要環境の安定に配慮しつつ、本県の戦略作物等を含めた生産実態

を考慮する。 

本県における令和３年産主食用米 

生産基準数量：115,980 トン

石川県農業活性

化協議会 

ＪＡグループ石

川営農戦略室 

℡076-240-5051 

石川県生産流通

課 

℡076-225-1621 

http://www.chu.i

s-ja.jp/inkk/

長

野

「生産数量目安値」（公表日 2020/11/5） 

 本県の令和２年産米の目安値に、国が示す需給見通しにおける適正生産量の前年対比（令和３年産適

正生産量÷令和２年産適正生産量）を乗じて設定することを基本とする。 

 なお、令和３年産の適正生産量については、国が 10 月 16 日に公表した基本指針を基本に、10 月 30

日に国が公表した令和 2年産予想収穫量を加味する。 

コロナ禍の影響による需要減退という特殊事情を勘案する必要があることと、令和元年産目安値算定

において実態の需要と目安値の乖離補正を行った以降も、基本指針で示す本県産需要量と目安値に乖離

があることから、基本指針の本県産需要実績の平成 29～30 年産の確定値と令和元年産の速報値の３か

年平均値を基礎数値として用いて、基礎数値に国が示す適正生産量（作況を加味）の前年比を乗じて県

域目安値を算定する。 

 また、県域組織が取り組む複数年・播種前契約数量分は、需要に影響されない数量として、上記県域

目安値に追加補正する。 

〇令和３年産主食用米の生産目安値 

186,615 トン（対前年 4,720 トン減）、面積換算値 30,187ha 

長野県農政部農

業技術課内 

℡026-235-7221 

岡

山

「生産量の目安」（2020/12/16（決定日）） 

岡山県域における生産量の目安は、令和２年産主食用米等の生産量の目安に 11 月５日に国が公表し

た「基本指針」の主食用米等生産量（需給見通し）の対前年比率（717 万トン／693 万トン）96.7％を

乗じて算定する。 

目安数量 146,305トン 

面積換算 27,815 ha  

※ 平年単収 (526kg/10a)により算出

岡山県農業協同

組合中央会総務

企画部 

℡086-232-2355 

※ 
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③ ①に新たな需要増加分、在庫増加分等を加味して算出

主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

宮

城

「生産の目安」（公表日 2020/11/24） 

(1) 県の基本数量（Ａ）

国が示す全国の需給見通し（主食用米等生産量）に、県産米シェアを乗じた数量を「県の基本数

量」とする。 

県産米シェアは、直近５カ年の需要実績シェアの５中３平均値から算出した 4.7719･･･％とする。 

(2) 事前契約の積み上げ（Ｂ）

地域農業再生協議会等から報告された「生産計画」を基に、Ｒ３年産の事前契約数量を集計し、

新たな需要として増加した数量については、「県の基本数量」に積み上げる。 

(3) 過剰在庫の解消（Ｃ）

過剰在庫が生じた場合や翌年産で過剰在庫が見込まれる場合は，解消の措置をとる。

(4) 県の「生産の目安」の算定

県の基本数量に事前契約の積み上げ，過剰在庫を勘案し，県全体の「生産の目安」を算定する。

宮城県農業再生

協議会 

（事務局：宮城

県農政部みやぎ

米推進課） 

℡022-211-2842 

秋

田

「生産の目安」（公表日 2020/11/6） 

○ 県全体の「生産の目安」

「全国生産量（693 万トン）と県産米シェアから算出した数値」と「県産米需給動向と適正在庫量

から算出した数値」の中間値で設定。 

令和３年産「生産の目安」 390,000 トン （面積換算 67,826ha） 

秋田県水田総合

利用課 

℡018-860-1783 

山

形

「生産の目安」（公表日 2020/11/27） 

○ 県段階の「生産の目安」

① 数量

693 万 t（令和３年産主食用米等生産量）×0.0473･･･（全国の需要実績に占める県産米のシェア

＋2,400t（需要量増加分）＋3,239t（シェア持ち直し分） ⇒ 333,500t（前年▲7,500t） 

② 面積換算値

333,500 トン÷598 ㎏/10a（令和２年産水稲の 10a 当たり平年収量）⇒ 55,769ha（前年▲1,446ha）

山形県県産米ブ

ランド推進課

℡023-630-2304

全国の主食用米等生産量 県産米シェア 県の基本数量(A) 事前契約の積み上げ(B) 過剰在庫(C) 「生産の目安」

693 万トン 4.7719・・・% 330,694 トン 16,284 トン 9,845 トン 337,133 トン

(62,538ha）

× ⇒ ＋ － ＝

【算定方法】
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（２）地域協議会による需要動向の積上げや独自の需要見込み等により算出

主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

北

海

道

「生産の目安」（公表日 2020/12/15） 

○ 北海道の令和３年産の主食用米の生産の目安は、数量の目安として 52 万 7,639 トン、面積の目安

として 9万 5,881ha と設定。

○ 非主食用米を含む北海道米の需要者に対する安定供給と価格の安定を図るため、国による主食用米

の需給見通し、農業団体等による販売計画、産地の作付意向、北海道米の需要量などを踏まえて、２

年産の面積の目安から 1.6％減で設定。

北海道農業再生

協議会水田部会

事務局 

℡011-204-5435 

http://www.pre

f.hokkaido.lg.

jp/ns/nsk/kome

/suidenbukai.h

tm

青

森

「生産数量目標」（公表日 2020/12/14） 

○ 令和３年産米の生産数量目標

青森県「需要に応じた米の生産調整」に関する要領（平成 29 年９月制定）に基づき、各地域農業

再生協議会、各農業協同組合及び青森県米穀集荷協同組合の傘下業者から青森県農業再生協議会に

報告のあった地域ごとの生産計画数量の計を地域農業再生協議会別生産数量目標とし、その合計を

県の生産数量目標とした。 

生産数量目標【県全体】 

R３生産数量目標 
R２生産数量目標 

R２作付面積 
面積換算値 

221,334t 231,229t 39,072ha 38,300ha 

青森県農産園芸

課企画管理グル

ープ 

℡017-734-9479 

福

井

「生産数量の目安」（公表日 2020/12/15） 

国が示した令和３年産の全国の需給見通しを参考にするとともに、福井県産米の需要見込みに基づ

き、福井県産の生産数量の目安を設定する。 

令和２年産生産数量目安 令和３年産生産数量目安 R3-R2 

数量 (t) 面積 (ha) 数量(t) 面積(ha) 数量(t) 面積(ha) 

全国 717 万 135 万 693 万 131 万 ▲ 24 万 ▲ 4万

福井県 119,780 23,079 118,109 22,757 ▲1,671 ▲322

福井県農業再生

協議会 

℡0776-27-8223 

静

岡

「需要量予測」（公表日 2020/12/15） 

 平成 30 年産以降、国から米の生産数量目標設定が示されなくなったため、県農業再生協議会が次年

産の県産米需要予測を算出し、各地域農業再生協議会等に向けて示している。 

需要予測には、国から提供される県産米の生産量と在庫数量から算出した需要実績を用いる。 

平成 21 年産から令和元年産までの需要実績から回帰式を導き、予測を行った。 

上記の方法により令和３年産米の需要予測を行い、76,122 トンと試算した。 

静岡県経済産業

部農業局農芸振

興課内 

℡054-221-3249 

愛

知

「生産数量目標の目安」（公表日 2020/12/15） 

前年産までの本県における過去 10 年間の米推定需要量（主食用米等生産量及び６月末在庫量から算

出）のトレンド（回帰式）による算出から、本県の実情に即した生産数量目標とする算出に変更する。 

 具体的には、本県の総需要量（人口×一人当たり消費量）に占める本県産米シェア率（過去 10 年間

のシェア率）により需要量を推計し、６月末在庫量を考慮して主食用米生産量を算出する。 

算出した主食用米生産量は 147,018t であるが、需要量に応じた生産と県産米在庫量の抑制に取り組

むため、令和３年産米の生産数量目標（主食用）は過去３年間と同数量の 131,362t に設定する。 

令和３年産米の生産数量目標の目安 

⇒ 令和３年産米の生産数量目標（主食用）131,362t ＋ 種子用等の生産量 736t ＝ 132,098t

愛知県農業再生

協議会 

事務局：愛知県

農業水産局農政

部園芸農産課 

℡052-954-6420 

http://www.ais

uikyo.jp/ 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

三

重

「生産量の目安」（公表日 2020/11/19） 

○ 国が令和２年 11 月に公表した「米穀の需給及び価格の安定に関する基本方針」に準じ、令和２/３

年及び令和３/４年の三重県産主食用米の需給見通しを算出する。

○ この需給見通しから算出した令和３年産主食用米等生産量を「主食用米生産量の目安」とする。

○ 食用米生産に供する種子については、県産米の安定生産を図る上で重要であることを鑑み、「水稲

種子生産量」の必要分とする。

○ 「主食用米生産量の目安（132,336t）」に、「水稲種子生産量（462t）」を加え、三重県の「生産

量の目安（132,798t）」とする。

三重県農林水産

部農産園芸課 

℡059-224-2547 

http://www.pre

f.mie.lg.jp/NO

USAN/HP/770620

45898.htm

滋

賀

「生産目標」（公表日 2020/11/25） 

「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」をはじめ、滋賀県における主食用米の生産数量目標

の配分シェアや滋賀県産米の民間在庫量、需要実績の推移等を総合的に勘案し、149,428t を｢基準値｣

として設定する。（令和２年産の生産目標より 5,320t（面積換算 1,027 ㏊）減となり、前年比 3.4％の

減。） 

また、需要に応じて実需者等と結び付いた販売が見込める地域において、確実に売れる米を生産・供

給する観点から、｢基準値｣に事前契約等による生産が可能な数量を積み上げた 152,783t を｢上積み可能

値｣として幅をもって設定する。 

「基準値」149,428t（28,847ha）～「上積み可能値」152,783t（29,494ha） 

滋賀県農業再生

協議会 

℡077-528-5211 

http://www.shi

ga-

suiden.jas.or.

jp/jyuyou/R03s

an_haibun.pdf 

京

都

「見通し」（公表日 2020/12/25） 

主食用米については、主産地からの販売攻勢や全国的な需要減少の懸念に備え、オール京都でさらに

高品質でおいしいお米づくりに取り組むとともに、「品質の高い良食味米や中食・外食用米」等の多様

な実需者ニーズを起点とした需要の拡大、京都府産の米の知名度の向上、生産の低コスト化等を進め

る。 

令和３年度水稲（主食用）作付見通し：13,330ha 

京都府農林水産

部農産課 

℡075-414-4953 

兵

庫

「生産目安」（公表日 2020/11/30） 

１ 国が示す令和３年産主食用米等生産量に県のシェア（概ね 2.4％）によりベースとなる数値を算

定。 

２ 上記で算定した数値から、令和２年産の酒造好適米（枠内）相当の数量を控除し、県協議会が実施

した県産米の需要動向調査、農地の利用状況、他作物の生産状況等を踏まえた主食用米の生産余地を

総合的に判断して調整。 

令和３年産生産目安 150,000t ／ 29,880ha 

兵庫県農政環境

部農政企画局農

業経営課 

℡078-362-3407 

https://web.pr

ef.hyogo.lg.jp

/press/documen

ts/20201130_66

82_1.pdf 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

鳥

取

「生産数量目標」（公表日 2020/12/4） 

１ 設定等の考え方（平成 30 年産米からの設定等を基本とし、現在の緊急的な状況への対応を盛り込

む。） 

(1) 平成 30 年産米からの行政による配分の廃止を受け、県農業再業生協議会は県全体の生産数量及

び地域別の生産数量を設定する。

(2) 県全体の米生産数量目標は、JA グループの販売計画を基本とし、生産者の作付意向、国の需給

見通し情報等を勘案する。

(3) 各地域協議会の生産目標数量は、前年度の作付実績を基本とする。

(4) 生産数量目標は、需要に応じた生産のための目安とし、各地域は JA と調整を行うこととする。

(5) 令和４年産米については、令和２年産米の販売状況と全国の生産・販売状況に特に注視し、生産

数量目標を各地域や担い手等と協議して設定する。

２ 具体的な設定方法 

(1) 次の①と②の間を生産数量目標とし、その中間値を県の生産数量目安とする。

① 各 JA が販売計画に基づき作成した生産数量の合計（64,908 トン）

② 令和 2年産米実績から国の基本指針による全国的に減産する 30 万トンの県シェア率（0.88％）

分を差し引いた数量（62,860 トン）

(2) 各地域協議会の生産数量目標は、前年度の作付実績を基に、県全体におけるシェア率を求め、そ

の係数を乗じて設定する。

(3) ただし、JA の生産数量の合計を県全体の需要量とした場合の地域の生産数量目標は、 各 JA 内

における前年度の作付シェア率を求め、その係数を乗じて設定する。

３ 令和３年産米の生産数量目標（案） 

(1) 生産数量目標は、上記②62,860 トン～①64,908 トンの間とし、その中間値 63,884 トンを鳥取県

の生産数量目安とする。

鳥取県農業再生

協議会 

鳥取県農業協同

組合中央会 農

政広報部 

℡0857-21-2608 

鳥取県農林水産

部農業振興戦略

監生産振興課 

℡0857-26-7280 

広

島

「生産の目安」（公表日 2020/12/4） 

○ ①「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」の全国の需要見通しの翌年産主食用米生産量

（693 万トン）×広島県のシェア率（直近 6年間の都道府県別シェアのうち中庸 4年の平均）

②令和２年産広島県主食用米生産数量見込み＋県内実需者に対する需要動向調査結果により算出し

た県内産需要不足量

①≧②となった場合，①を生産の目安とする。

①＜②となった場合，②を生産の目安とする。

○ 県域の生産の目安（数量）を県平年単収（農林水産省公表値）で除し県域の目安（面積換算値）を算

定。

県域主食用米生産の目安 22,678ha／119,741 トン（②により算出）

広島県農業再生

協議会事務局

（広島県農林水

産局農業経営発

展課） 

℡082-513-3557 

山

口

「生産の目安」（公表日 2020/12/23） 

○ 主食用米の「生産の目安」

県産米の価格安定に向け、山口県地域農業戦略推進協議会が、需要と供給の均衡が保たれるよ

う、県産米の生産・販売状況及び全国の需給見通し等を加味し設定 

令和３年産の生産の目安は、令和２年産の不作（作況指数 73）により、供給量が減少しているこ

とから、需要に応じた生産を推進するため、令和２年産米の目安を据え置く 

地域別の生産の目安は、作付実績に基づく「営農の継続性」や地域の「作付意向」、売れる米づ

くりの推進による「結びつき米」の実績等を勘案し設定 

令和３年産 令和２年産（参考） 

生産の目安 前年（令和２） 

作付実績比 

生産の目安 作付実績 

97,400 トン 
109％ 

97,400 トン 89,150 トン 

19,323 ha 19,323 ha 17,800 ha 

※ 数量は各地域作付実績(ha)×地域単収の合計値

面積は国の公表値で、実績対比は小数点以下を切り上げ

山口県地域農業

戦略推進協議会

事務局 

℡083-973-2215 

http://y-

ninaite.jp/san

chi/komezukuri 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

香

川

「生産の目標」（公表日 2020/12/18） 

○ 「生産の目標」設定の方法

① 香川県農業協同組合が各地区営農センターごとに、現状の品種別作付実態、集荷·販売動向から

みた今後の需要等を加味して算定し、それぞれ積み上げた面積等から、県・JA 担当者で構成す

る、さぬき米生産推進チームにおいて協議のうえ原案を作成。

② その際、主食用米の生産確保に向けて生産振興としての水準を考慮しつつ、品種別・地域別の

生産の方向性、麦等との二毛作などの作期構成、地域の特性及び本県の水田農業を維持する観点

を踏まえ、設定。

提示する内容： 面積 12,600ha、生産量 62,496 トン ※参考：県全体の生産の目標 

品種及び地域ごとの生産の方向性 

提示する単位： 県全体、香川県農業協同組合の７地区営農センター 

その他： ① 品種及び地域ごとの生産の方向性は、今後、目指すべき品種構成や地域ごとの作

付方向であり、各種施策に取り組むとともに、生産者に情報発信を行いながら推進

を図る 

② 各地域農業再生協議会は、各地区営農センターの「生産の目標」に基づき、地域協

議会ごとの作付予定面積の算定や水田フル活用ビジョンを策定

香川県農政水産

部農業生産流通

課 

℡087-832-3418 

https://www.ka

gawa-

saiseikyo.jp/s

uiden/index.ht

ml 

福

岡

「作付計画数量・面積」（公表日 2020/11/26） 

○ 令和３年産における主食用米の作付計画数量・面積

２年連続の不作による本県の民間在庫量の大幅な減少を踏まえ、前年産と同様の数量・面積を目安

として設定。作付計画数量：174,209 トン、作付計画面積：35,122ha

※参考 前年産の設定方法

「作付計画数量・面積」

○ 主食用米の作付計画数量・面積

（１） 国の主食用米等生産量に、27 年産米の生産数量目標設定時の本県のシェア率を乗じて

作付計画数量を算出。

（２） 作付計画数量を本県の前年産米平年収量で除して作付計画面積を算出。

福岡県水田農業

推進協議会 

（福岡県農林水

産部水田農業振

興課） 

℡092-643-3473 

佐

賀

「生産のめやす」（公表日 2020/12/1） 

○ 佐賀県においてはこれまでも米の生産調整には真摯に取り組んできたところであり、令和２年産で

は、令和３年産に求められるめやすの削減以上の転作を行っている。また、販売面では県産米の実需

からの引き合いに応え、一定程度のロットを確保することも重要となっている。

○ 以上を踏まえ、国が示した適正生産量に準じた生産量を遵守しつつ、一定程度のロットを確保する

ため、令和３年産のめやすについては、削減面積を前年比 150％程度（454ha）とする。

〇 この場合、令和３年産米の佐賀県全体の「生産のめやす」は 129,797 トン（面積換算値 25,009ha)

となる。 

佐賀県農林水産

部農産課 

℡0952-25-7117 

熊

本

「作付目安」（公表日 2020/11/25） 

○ 本県需要見込量、地域別の作付目安の提示を止め、県全体の作付目安のみを地域協議会へ提示する。

○ 県全体の作付目安の設定方法

令和３年産熊本県の作付目安

＝地域協議会等の主食用米の作付目標面積（※）の合計により算定。

＝33,105ha（数量換算値 169,759t)

※ 地域協議会等の主食用米の作付目標面積は、２年 11 月までに提出された水田フル活用ビジョン

に基づく。

※ 本県需要見込量を別途算定し（提示はしない）、県全体の作付目安がこの範囲内に収まることを

確認する。

○ 地域協議会別への提示方法

県全体の作付目安に、各地域協議会が設定する作付目標面積一覧を添付して提示。

農業者に対しての作付目安情報の提示は、地域の実情に応じて地域協議会が決定。

熊本県農林水産

部生産経営局農

産園芸課 

℡096-333-2388 

http://www.kum

amoto-

suiden.jp/ 
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主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

大

分

「生産の目安」（公表日 2020/11/16） 

１ 設定の時期  11 月 16 日 

２ 算定方法 

（１）県全体

平成 30 年産米 20,600 ㏊の作付面積を基準として、国の需給バランス及び水稲の作付状況を勘案

し、高収益な園芸品目等への転換促進、その他戦略作物（麦、大豆等）等への転換をすすめ、令

和５年産の中長期目安を 19,080ha とする。 

また、この実現に向けた令和３年産の目安を 19,693ha とする。 

（２）市町村への提示

令和５年産の中長期目安 19,080ha、令和 3 年産の目安 19,693ha に令和２年産主食用米作付面積

の市町村別シェアを乗じる。 

大分県農林水産

部農地活用・集

落営農課水田活

用推進班 

℡097-506-3593 

http://www.pre

f.oita.jp/sosh

iki/15280/3mok

uhyou.html

※ 令和３年１月中に決定予定

主食用米の作付けの考え方 問い合わせ先 

奈

良

「生産数量の目安」 

令和２／３年の主食用等需給見通し（国）を参考に現在県農業再生協議会で従来の算出手法の見直しを

検討中。

奈良県農業協同

組合中央会総括

部農政課 

℡0742-27-4062 

目安13


	●バインダー1.pdf
	●目安頭紙.pdf
	マンレポ(1月15日)版資料編_目安頭紙.pdf

	●目安（マンレポ掲載用）.pdf

	マンレポ(1月15日)版資料編.pdf



